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『失われた背景』の初出は、

『週刊サンケイ』1972年3月3日号

～73年2月16日号です。手もとの

中公文庫版で、600ページを超え

る本格的な推理小説ですが、陳舜

臣作品の中で知名度はそう高くあ

りません。どうしてでしょう。

ちなみに、単行本は、1973年3

月にサンケイ新聞社から発行され

ています。表紙画像を本号２ペー

ジに載せています。また、講談社

『陳舜臣全集第二十巻』に「月を

のせた海」とともに収録されてい

ます。 (編集委員 橘雄三)

陳
舜
臣
さ
ん
は
、
ま
ず
推
理
作
家
と
し
て
出
発

昭
和
三
十
六
年
長
編
推
理
小
説
『
枯
草
の
根
』

で
江
戸
川
乱
歩
賞
を
受
賞
し
て
、
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
。

四
十
四
年
に
は
短
篇
「
青
玉
獅
子
香
炉
」
で
直
木

賞
、
さ
ら
に
四
十
五
年
に
は
、
『
玉
嶺
よ
ふ
た
た

び
』
と
『
孔
雀
の
道
』
で
推
理
作
家
協
会
賞
を
受

賞
し
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
氏
は
ま
ず
推
理
作
家
と
し
て

出
発
し
て
文
壇
的
地
位
を
確
立
、
そ
の
後
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
多
彩
な
才
能
を
発
揮
し
た
と
い
う

こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

陳
舜
臣
さ
ん
の
推
理
小
説
の
優
れ
た
特
質

氏
は
、
「
推
理
小
説
私
観
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ

で
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
犯
人
が
誰
で
あ
る
と
か
、
ど
ん
な
ふ
う
に
解

決
さ
れ
る
か
と
い
っ
た
場
面
は
、
推
理
小
説
で
あ

る
か
ら
に
は
、
最
初
か
ら
決
定
し
て
い
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
だ
が
、
そ
の
組
み
立
て
は
、
で
き
る

だ
け
必
要
不
可
欠
の
細
い
筋
に
と
ど
め
て
お
き
、

登
場
人
物
の
分
泌
す
る
も
の
を
、
受
け
容
れ
る
ス

ペ
ー
ス
を
残
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
」

つ
ま
り
、
氏
は
、
論
理
に
よ
る
謎
解
き
と
い
う

推
理
小
説
の
定
型
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
で
き
る
か

ぎ
り
登
場
人
物
の
人
生
の
軌
跡
を
作
品
の
中
に
生

き
生
き
と
分
泌
さ
せ
よ
う
と
い
う
文
学
的
な
立
場

に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
失
わ
れ
た
背
景
』
に
は
、
、
陶
展
文
の
よ
う

な
推
理
能
力
豊
か
な
個
性
派
の
ア
マ
チ
ュ
ア
名
探

偵
は
登
場
し
な
い
。

い
や
、
主
と
し
て
探
偵
役
を
務
め
る
程
紀
銘
は
、

て

い
き
め
い

西
野
錠
助
殺
し
の
容
疑
者
に
仕
立
て
ら
れ
そ
う
に

な
り
、
逃
避
行
を
し
な
が
ら
調
査
を
続
け
る
の
で
、

本
格
推
理
の
探
偵
役
と
い
う
よ
り
、
ウ
ィ
リ
ア
ム

･

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
風
の
サ
ス
ペ
ン
ス
小
説
の
主
人

公
に
近
い
。

こ
の
程
も
ま
た
完
全
な
探
偵
役
で
は
な
く
、
最

後
に
は
、
周
や
広
橋
や
律
子
ま
で
が
真
犯
人
を
当

て
よ
う
と
推
理
ゲ
ー
ム
に
加
わ
る
の
だ
。

登
場
人
物
の
内
、
特
に
犯
人
に
仕
立
て
ら
れ
そ

う
に
な
り
、
逃
避
行
を
続
け
な
が
ら
調
査
を
す
る

と
い
う
役
を
演
じ
る
程
紀
銘
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

実
に
シ
ー
チ
ョ
ー
で
楽
し
い
の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
小
説
的
な
面
白
さ
も
こ
の
作
品
の
大

き
な
魅
力
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

補
足
■
ウ
ィ
リ
ア
ム･

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

一
九
四
二
年
の
『
裏
窓
』
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
監
督
に
よ
り
映
画
化
さ
れ
有
名
。

中
公
文
庫
版
『
失
わ
れ
た
背
景
』
巻
末
、権
田

萬
治
氏
の
「
解
説
」
よ
り
抜
粋
引
用

小
見
出
し
及
び
傍
線
は
編
集
委
員
の
加
筆

中公文庫版表紙

「
失
わ
れ
た
背
景
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
講
談
社
『
陳

舜
臣
全
集
第
二
十
巻
』
巻
頭
写
真

一
九
七
六
年
七
月
神
戸
に
て
提
供
・文
藝
春
秋

数
あ
る
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
の
な
か
で
も
、格
好
い
い
一
枚

中公文庫版のキャッチコピー

意識を取り戻すと殺人事件の

容疑者に仕立てられていた……。

「東方文明研究所」東京支部に

勤務する程紀銘は、逃避行を続

けながら、三人の同僚とともに

仕掛けられた罠の背後に潜む人

物を追う。

連続殺人事件、書画骨董の贋

造、日中戦争勃発当時の愛憎の

人間関係、謎は謎へと連なりあっ

て、事件は思いがけぬ方向へと

展開する傑作長編推理。
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『失われた背景』 登場人物 ＆ 内容紹介ほか

●
張
天
統

六
十
八
歳
。弟
た
ち
を
率
い
て
実
業

ち
ょ
う
て
ん
と
う

界
で
活
躍
。と
く
に
海
運
業
で
は
、チ
ャ
ン
・ブ
ラ
ザ
ー

ズ
の
名
で
知
ら
れ
る
。本
拠
地
は
香
港
。ま
た
、東

方
文
明
研
究
所
の
設
立
を
進
め
て
い
る
。同
研
究
所

の
メ
ン
バ
ー
、程
紀
銘
、周
建
平
、舟
岡
律
子
は
、遣

日
考
察
班
と
し
て
、同
じ
船
で
香
港
か
ら
日
本
へ

●
程
紀
銘

東
方
文
明
研
究
所
の
所
員
、メ
ン
バ
ー

て

い
き
め
い

で
一
ば
ん
年
長
。同
研
究
所
東
京
支
部
の
オ
フ
ィ
ス

に
す
る
建
物
を
物
色
。祖
父
・程
沛
儀
将
軍
に
心
酔
、

て

い
は
い
ぎ

そ
の
死
の
謎
解
明
が
念
願
。罠
に
か
け
ら
れ
【
第
二

の
殺
人
事
件
】
の
容
疑
者
に
。寺
内
吾
郎
と
い
う
偽

名
で
逃
避
行

■
一
九
三
七
年
七
月
、盧
溝
橋
事
件
を
契
機
に
日

中
は
全
面
戦
争
に
突
入
す
る
。十
二
月
の
南
京
事

件
を
経
て
、蒋
介
石
国
民
政
府
は
重
慶
に
遷
る
。こ

の
時
期
、重
慶
の
国
民
政
府
に
対
抗
す
る
親
日
政

府
の
首
班
に
、軍
閥
抗
争
は
な
や
か
な
り
し
頃
の
ス

タ
ー
程
沛
儀
を
か
つ
ぎ
だ
そ
う
と
す
る
勢
力
が
あ
っ

た
。そ
ん
な
情
勢
の
中
で
、程
沛
儀
は
急
死
す
る
。

死
の
真
相
は
？

●
周
建
平

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
育
ち
の
中
国
人
、

ア
メ
リ
カ
国
籍
。父
は
周
大
章
。祖
父
は
天
才
的
な

贋
作
家
。舟
岡
律
子
と
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
の
研
究
室

で
知
り
合
う
。日
本
学
を
専
攻
。張
天
統
か
ら
東
方

文
明
研
究
所
の
設
立
準
備
を
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。研

究
所
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
舟
岡
律
子
を
誘
う

●
舟
岡
律
子

一
九
四
五
年
生
ま
れ
。東
京
の
大

学
の
大
学
院
在
学
中
に
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
に
留
学
。

専
攻
は
史
学

●
広
橋
清
志

舟
岡
律
子
の
大
学
の
先
輩
。優
秀

な
学
究
で
あ
っ
た
が
、弟
妹
を
養
う
た
め
、高
校
の

教
師
に
。そ
の
後
、教
師
も
辞
め
、学
習
塾
を
開
い
て

い
る
。舟
岡
律
子
か
ら
東
方
文
明
研
究
所
の
研
究
者

に
と
誘
わ
れ
る

●
小
杉
順
治

チ
ャ
ン
・ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
日
本
総
支

配
人
。神
戸
の
御
影
に
邸

●
廖
竜
昇(

り
ょ
う
り
ゅ
う
し
ょ
う)

張
天
統
か

ら
派
遣
さ
れ
日
本
に
。美
術
関
係
の
専
門
家
と
い
う

ふ
れ
こ
み
。も
と
周
家
の
番
頭
。【第
一
の
殺
人
事
件
】

の
被
害
者
。小
杉
邸
の
庭
の
池
で
死
体
と
な
っ
て
発

見
さ
れ
る

●
西
野
錠
介

お
茶
の
水
に
住
む
。か
つ
て
、ア
ナ
ー

キ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
た
東
大
生
。検
挙
さ
れ
、獄

中
で
右
翼
に
転
向
。そ
の
後
、大
陸
に
渡
り
、終
戦

直
後
、大
き
な
財
を
持
っ
て
引
き
揚
げ
て
き
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。岡
本
素
雲
の
「
白
風
会
」
を
援
助
。庭

に
新
し
い
ビ
ル
を
建
築
。そ
の
ビ
ル
に
、東
方
文
明
研

究
所
東
京
支
部
が
入
る
こ
と
に
。【
第
二
の
殺
人
事

件
】
の
被
害
者
。寝
室
で
、刃
物
で
殺
さ
れ
る

●
岡
本
素
雲

書
家
。「白
風
会
」
主
宰

●
ト
シ
子

花
売
り
娘
。寺
内
吾
郎(

程
紀
銘)

と
月

十
万
で
専
属
契
約
。情
報
提
供
者
。情
報
の
一
つ
、マ

キ
と
い
う
名
の
賢
い
旧
友
の
話

●
西
野
純

西
野
錠
介
の
一
人
息
子
、画
家
志
望

●
三
村
恵
子

西
野
純
と
同
棲
を
経
て
結
婚

●
秋
本
進
太
郞

京
都
春
秋
堂
主
人

●
安
原
茂
子

秋
本
進
太
郎
の
孫
。周
建
平
と
知

り
合
い
、二
人
の
仲
は
進
展

●
鶴
岡

古
美
術
商
・鶴
岡
商
会
店
主
。元
憲
兵
将

校

主
な
登
場
人
物
紹
介

『
失
わ
れ
た
背
景
』
っ
て
、
ど

う
い
う
意
味
？

特
に
推
理
小
説

の
タ
イ
ト
ル
は
わ
か
り
に
く
い

も
の
が
多
い
。
い
ま
ま
で
取
り

上
げ
て
き
た
陳
作
品
で
も
、

『
枯
草
の
根
』
『
崩
れ
た
直
線
』

『
夜
の
歯
車
』
『
炎
に
絵
を
』
、

み
な
そ
う
だ
。
わ
か
り
づ
ら
い

と
こ
ろ
が
ミ
ス
テ
リ
ー
ら
し
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、

『
枯
草
の
根
』
の
よ
う
に
、
作

品
の
な
か
で
、
き
ち
っ
と
説
明

さ
れ
る
も
の
も
あ
る
（
本
通
信

第
43
号
参
照
）
。

『
失
わ
れ
た
背
景
』
に
は
、
特

に
、
説
明
・
ヒ
ン
ト
ら
し
き
記

述
は
な
い
。
何
を
言
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
？
「
背
景
」
と
い

え
ば
、
事
件
の
背
景
、
時
代
背

景
、
登
場
人
物
の
背
景
な
ど
な

ど
あ
る
が
、
先
ず
、
事
件
の
背

景
を
想
像
す
る
。
登
場
人
物
の

推
理
・
憶
測
、
伝
聞
で
ス
ト
ー

リ
ー
は
進
展
す
る
が
、
そ
れ
が

外
れ
、
失
わ
れ
て
い
っ
て
、
意

外
な
展
開
を
す
る
。
と
い
う
の

だ
っ
た
ら
、
似
た

り
寄
っ
た
り
、
推

理
小
説
と
い
え
ば
、

そ
ん
な
も
の
だ
し

…

。

『
失
わ
れ
た
背
景
』
は
、
廖
竜
章

の
、
庭
の
池
で
の
死
体
発
見
、
西

野
錠
助
の
惨
殺
事
件
、
程
将
軍
の

死
の
真
相
、
贋
作
に
ま
つ
わ
る
謎

な
ど
、
い
く
つ
も
の
謎
が
交
錯
し

て
複
雑
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

こ
の
作
品
は
二
十
の
章
か
ら
な

る
が
、
そ
の
十
六
番
目
、
「
紅

蘭
記
」
は
、
終
盤
に
近
づ
き
、
絡

み
合
っ
た
複
雑
な
ス
ト
ー
リ
ー
を

ほ
ぐ
し
て
い
く
重
要
な
章
に
な
っ

て
い
ま
す
。

周
建
平
が
鶴
岡
商
会
の
主
人

に
招
か
れ
店
を
訪
問
、
安
原
茂

子
と
一
緒
に
、
日
中
戦
争
初
期
、

鶴
岡
が
憲
兵
将
校
だ
っ
た
北
京

時
代
の
話
を
聞
く
く
だ
り
で
す
。

話
に
は
、
ま
ず
程
沛
儀
将
軍
、

そ
の
妾
・
紅
蘭
、
そ
し
て
、
紅

蘭
が
未
だ
芸
者
だ
っ
た
頃
か
ら

本
気
で
惚
れ
て
い
た
青
年
が
登

場
。
こ
の
三
角
関
係
の
顚
末
に
、

て
ん
ま
つ

廖
竜
昇
が
関
わ
り
、
さ
ら
に
張

天
統
か
ら
、
小
杉
順
治
、
西
野

錠
助
の
名
ま
で
出
て
き
ま
す
。

陳
舜
臣
さ
ん
の
小
説
で
、

『
夢
ざ
め
の
坂
』
な
ど
、
作
中

時
間
か
ら
遡
り
、
戦
時
中
の
中

国
に
時
代
背
景
が
移
る
作
品
は

多
い
。

サンケイ新聞社版表紙

『
失
わ
れ
た
背
景
』
補
足(

一)

タ
イ
ト
ル
の
意
味
は
？

『
失
わ
れ
た
背
景
』
補
足(

二)

「
紅
蘭
記
」
の
章
は
出
色



一
九
七
二
年
五
月
五
日
号
。
表
紙
は
人

間
国
宝
・
尾
上
松
綠
。
定
価
百
円
。

黒
岩
重
吾
、
早
乙
女
貢
に
並
ん
で
、
陳

舜
臣
さ
ん
の
名
が
見
え
る
。
当
時
の
文
壇

の
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。
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『失われた背景』、 初出は『週刊サンケイ』(1972年3月3日号～73年2月16日号)

東
方
文
明
研
究
所
オ
フ
ィ
ス
の
家
主
・
西
野
錠
助
が
殺

さ
れ
、
程
紀
銘
に
容
疑
が
か
か
り
そ
う
に
な
る
場
面
、
現

場
に
残
さ
れ
た
指
紋
に
話
が
及
び
ま
す
。

『
失
わ
れ
た
背
景
』
か
ら
引
用
し
ま
す
。

日
本
人
の
場
合
、
前
科
が
あ
る
と
か
、
な
に
か
警
察
で

調
書
を
と
ら
れ
た
と
か
、
そ
ん
な
特
殊
な
ケ
ー
ス
を
除
い

て
指
紋
を
と
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
外
国
人
は
、
外
交
関
係
者
を
除
い
て
、
一

人
の
こ
ら
ず
指
紋
を
と
ら
れ
て
い
る
。
外
国
人
登
録
で
、

そ
れ
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
、
も
し
程

紀
銘
の
指
紋
が
現
場
か
ら
検
出
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
す
ぐ

に
外
人
登
録
の
指
紋
と
照
合
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

(

中
公
文
庫
版
p.13

0)

外
国
人
登
録
は
陳
舜
臣
さ
ん
ご
自
身
に
と
っ
て
も
、
三
年

に
一
度
や
っ
て
来
る
、
屈
辱
の
行
事
だ
っ
た
の
で
す
。
早
川

書
房
版
『
割
れ
る
』
「
あ
と
が
き
」
か
ら
引
用
し
ま
す
。

こ
の
秋
は
さ
わ
や
か
で
、
私
の
か
ら
だ
の
調
子
も
よ
か
っ

た
。
故
障
と
い
え
ば
、
た
だ
指
の
さ
き
が
す
こ
し
荒
れ
た
ぐ

ら
い
で
あ
る
。

こ
の
作
品
の
構
想
を
練
り
は
じ
め
た
こ
ろ
、
外
人
登
録
の

切
り
か
え
が
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
外
国
人
は
、
三
年
に
一
度
、

登
録
を
更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
と
き
に
、
新
し

い
写
真
と
指
紋
を
と
ら
れ
る
。
神
戸
の
生
田
区
役
所
で
は
、

指
紋
用
イ
ン
キ
を
拭
く
た
め
に
、
ベ
ン
ジ
ン
を
浸
し
た
脱
脂

綿
を
く
れ
た
。
私
は
皮
膚
が
弱
い
の
で
、
ベ
ン
ジ
ン
に
負
け

て
指
さ
き
が
荒
れ
た
と
い
う
わ
け
だ
。(

傍
線
は
編
集
委
員)

■
指
紋
押
捺
は
、
特
別
永
住
者
に
つ
い
て
は
一
九
九
三

年
か
ら
免
除
。

『
失
わ
れ
た
背
景
』
補
足(

三)

陳
舜
臣
さ
ん
に
と
っ
て
屈
辱
の
行
事
、指
紋
押
捺

『
週
刊
サ
ン
ケ
イ
』
表
紙

同
号
、目
次

同
号
、「
失
わ
れ
た
背
景
」
第
十
二
回
連
載
頁

連
載
頁
、
題
字
「
失
わ
れ
た

背
景
」
は
陳
舜
臣
さ
ん
の
字
。

絵
は
風
間
完
。

最
初
の
絵
は
、
研
究
所
オ
フ
ィ

ス
の
家
主
、
西
野
錠
助
が
殺
さ

れ
て
い
る
場
面
。
ま
だ
、
犯
人

が
わ
か
ら
な
い
か
ら
顔
が
な
い
。

上
は
、
五
人
の
男(

一
人
は

制
服
の
警
察
官)
が
研
究
所
オ

フ
ィ
ス
に
入
っ
て
き
た
場
面
。



秘
め
ら
れ
た
過
去
に
苛
ま
れ
る
二
人
の
女

さ
い
な

黒
川
常
彦
の
亡
父
が
上
海
で
経
営
し
て
い
た

会
社
の
番
頭
・
小
西
耕
造
が
絞
殺
さ
れ
た
。
警

察
が
嫌
疑
を
か
け
た
の
は
、
常
彦
の
恋
人
・
小

夜
子
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
常
彦
と
の
結
婚
を
小

西
に
反
対
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
一
方
、
常
彦
は

デ
パ
ー
ト
の
名
陶
展
の
目
録
を
見
て
、
出
品
さ

れ
た
壺
が
亡
父
の
妾
が
大
切
に
し
て
い
た
物
だ
っ

た
こ
と
を
知
る
。
現
在
は
銀
行
重
役
夫
人
と
な
っ

た
女
性
と
小
西
を
結
び
つ
け
る
糸
を
黒
川
は
探
っ

て
い
く…

…

。

秘
め
ら
れ
た
過
去
の
非
情
を
描
く
本
格
推
理
！

作
中
時
間
は
一
九
六
〇
年
代
前
半
。

●
黒
川
常
彦

二
十
八
歳
。久
保
田
商
事
神
戸
支

店
勤
務
。ア
パ
ー
ト
朝
日
荘
に
住
む
。黒
川
家
は
、

祖
父
の
代
か
ら
上
海
で
商
売
。常
彦
は
上
海
黒
川

洋
行
の
全
盛
時
代
に
生
ま
れ
る
。小
学
校
に
上
が

る
頃
、母
と
一
緒
に
帰
国
。数
年
経
っ
て
、終
戦
で
、

父
も
引
き
揚
げ
て
く
る
。中
学
へ
上
が
る
こ
ろ
母

を
、高
三
の
と
き
父
を
亡
く
す
。両
親
か
ら
莫
大

な
遺
産
を
受
け
継
ぐ

●
小
西
耕
造

ア
パ
ー
ト
朝
日
荘
の
主
人
。つ
れ

合
い
を
数
年
前
に
亡
く
し
一
人
住
ま
い
。元
上
海

黒
川
洋
行
の
番
頭
。黒
川
常
彦
と
一
緒
に
黒
川
洋

行
を
再
興
し
た
い
と
い
う
夢
を
持
ち
、不
動
産
を

含
め
資
金
面
の
準
備
も
し
て
い
る
。「
黒
川
洋
行
再

興
の
軍
資
金
に
と
思
っ
て
、ず
い
ぶ
ん
因
業
な
こ
と

も
や
り
ま
し
た
わ
い
な
」
。自
宅
で
死
体
が
発
見

さ
れ
、犯
人
捜
し
と
登
場
人
物
の
生
い
立
ち
、経

歴
描
写
で
ス
ト
ー
リ
ー
は
展
開
。

●
浜
名
小
夜
子

戦
災
孤
児
。親
族
の
あ
い
だ
を

た
ら
い
回
し
さ
れ
た
。美
貌
を
武
器
に
、現
在
の

境
遇
か
ら
脱
出
し
た
い
と
い
う
夢
を
も
つ
。予
備

校
の
事
務
員
。中
山
手
の
ア
パ
ー
ト
に
住
む
。黒
川

の
恋
人

●
須
方
範
子

四
十
歳
を
過
ぎ
て
い
る
。夫
・須

方
兼
太
郎
は
関
西
銀
行
の
重
役
。京
都
岡
崎
の
豪

邸
に
住
む
。
東
京
の
Ｔ
商
事
の
事
務
員
を
し
て
い

た
と
き
、須
方
に
見
初
め
ら
れ
結
婚
。も
と
、上
海

黒
川
洋
行
の
経
営
者
・黒
川
庸
治
の
妾
。
大
和
川

の
ほ
と
り
、水
呑
百
姓
の
家
に
生
ま
れ
る
。十
五
歳

で
長
崎
の
芸
者
屋
に
引
き
取
ら
れ
る
。十
七
歳
で

落
籍
さ
れ
、上
海
に
渡
る

●
樋
口
研
助

須
方
家
の
運
転
手
。も
と
、
Ｔ
商

事
勤
務
。当
時
、須
方
範
子
の
上
役

蒼
海
の
壺
■
浜
名
小
夜
子
は
百
貨
店
の
『
中
国

そ
う
か
い

名
陶
展
』
で
、
中
国
宋
代
の
、
球
状
に
近
い
青

色
の
壺
が
気
に
入
っ
た
。
壺
の
口
に
近
い
あ
た

り
は
淡
い
青
で
、
下
に
ゆ
く
に
つ
れ
て
、
色
が

濃
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
壺
が
事
件
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
く
る
。
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美しい女性の黠智(かっち 悪賢い知恵）をえがこうとした 『月をのせた海』

『
月
を
の
せ
た
海
』
、
こ
れ
も
わ
か
り
に
く
い
タ

イ
ト
ル
で
す
。
作
品
か
ら
、
ヒ
ン
ト
と
な
る
記
述
を

拾
っ
て
み
ま
す
。

浜
名
小
夜
子
が
百
貨
店
で
開
催
の
『
中
国
名
陶
展
』

展
示
の
「
蒼
海
の
壺
」
と
出
会
う
く
だ
り
で
す
。

線
は
や
は
り
波
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
青
は
海
の
色
だ
。
だ
ん
だ
ん
濃
く
な
っ
て

い
る
の
は
海
の
深
ま
り
を
暗
示
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

小
夜
子
は
、
じ
っ
と
そ
の
壺
を
み
つ
め
た
。

会
場
の
壁
に
と
り
つ
け
た
電
球
が
、
壺
の
表
面
に

う
つ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
海
に
う
か
ぶ
月
影
の
よ

う
に
み
え
た
。(

徳
間
文
庫
版
p.
16)

も
う
一
ヶ
所
あ
げ
ま
す
。

場
面
を
い
う
と
ネ
タ
バ
レ
に
な
る
の
で
、
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
で
記
述
し
ま
す
。

黝
ん
だ
海
に
、
月
影
だ
け
が
う
か
ん
で
い
る
。
さ

く
ろ
ず

ざ
波
に
、
月
影
は
歪
ん
で
い
た
。-

蒼
海
の
壺
の
表

面
に
、
ぽ
つ
り
と
一
つ
だ
け
う
つ
っ
て
い
た
、
あ
の

ま
る
い
時
計
の
文
字
盤
の
よ
う
に
。

(

徳
間
文
庫
版
p.205)

賢
明
な
読
者
の
皆

さ
ま
は
、
す
で
に
、

タ
イ
ト
ル
の
意
味
が

お
わ
か
り
に
な
っ
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

『月をのせた海』は処女作『枯草の根』から三年後の1964年に発表された作品です。書き下ろしで東都書房から

の出版ですが、いま、この本は、各地の図書館にもネットでも見つかりません。手もとにあるのは、徳間文庫版

『月をのせた海』(1983)ですが、これさえ、古本市場には少ないようで、送料込みで1274円しました。

「失われた背景」とともに、講談社『陳舜臣全集20』に収録されていますので、陳舜臣作品の中でも、それなり

に重要な作品と思い取り上げました。文庫本で200ページほどの作品です。 （編集委員 橘雄三）

主
な
登
場
人
物
紹
介

ほ
か

徳
間
文
庫
版
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

徳間文庫版表紙

壺
は
イ
メ
ー
ジ

『
月
を
の
せ
た
海
』
、
タ
イ
ト
ル
の
意
味
は
？


